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1. はじめに  
“Deleuze and Psychology: Philosophical provocations to psychological practices”
は、豪州メルボルンの Austin CAMHS（The Child and Adolescent Mental Health 
Service）で臨床心理士として働く傍ら、臨床家として私的にも活動している
Maria Nichterlein と、同じくメルボルンのディーキン大学のロースクールな
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2. 本書の概要 
1 章の A walk in the park では、ドゥルーズの思想的源流である、スピノザ、
ニーチェ、ベルクソン、ヒュームをたどり、ドゥルーズが彼らの思想をいか
にして自身の「差異の哲学」の中に取り込んだかをまとめている。 









4 章の The actuality of multitudes では、心理学的治療がその生成変化や群
れをどのように捉え損ねているかを仔細に論じ、5章の A practical approach:  
Deleuze and the clinic では、実例も交え、臨床の場における診断の問題を考






























































































































Deleuze, G. et Guattari, F. 1980. Mille Plateaux. Paris: Minuit. 
